
























も、広い範囲になると何も知らぬと云ふ事では、決して完全なる家庭を造る事は出来ないのであります。   （渋
沢栄一 大正 5 年 4 月 於：日本女子大学 『渋沢栄一伝記資料』第 44 巻ｐ596） 
女子に教育を施すと云ふ事は、今迄の女性の美点に更に加へて、従来の女性に不足してゐた点を補ふものでなくては
なりません。～出来る限り多勢の婦人に学問を授けることを考へねばなりません。  
           （渋沢栄一 昭和４年 10 月 於：日本女子大学 『渋沢栄一伝記資料』第 44 巻ｐ708） 
孫娘への言葉「～女は才よりも愛を、知識よりもなさけ、情です。情をみにつけなければなりません。～」  






























































































ロフィルム版 明治 42～45 年 京都府立図書館・京都市右京中央図書館所蔵）、神戸にて発
行の『神戸新聞』『又新日報』（マイクロフィルム版 明治 43 年 神戸市中央図書館・神戸




















































むつかしいお献立（3 月 20 日）」「何だかむづかしいものをおそわった（5 月 21 日）」にとどめら
れており具体的な献立や調理方法の記述はないが、「お献立がかけました（3 月 20 日）」「スー
プの［つくり方の］筆記である。（9 月 17 日）」とあるので実習前には内容の記録作業があった
ようである。献立や個々の料理に対する感想はなく、「大変よい御ち走（6 月 18 日）」「あまり
御ち走の様にもない（9 月 10 日）」「出来安いものばかり（9 月 17 日）」「今日は余り御ち走でもあ
りません（10 月 1 日）」「今日は御ち走ばかり（11 月 19 日）」」と「御馳走」か否かで評価してい
る。欠席した日（12 月 17 日）には「今日はあまり御ち走でもなかった［まあよかった］」と御
馳走でなかったことを安堵している。中野家では「なまぶりやきもの、みそ汁、なます、あ



















九月十七日 土曜 晴 
今日はお稽古日で～スープの［つくり方の］筆記である。～今日は、ほんとに出来安いものばかりである。 
十月一日 土曜 雨 
もう松宮様へゆく事に決し、大急ぎにていった。～そして筆記をしてゐられる最中。急速、おなかまへ、はい 
り、シタフの作り方の筆記、程なくすみ、実習にかゝる。今日は余り御ち走でもありません。 
十一月十九日 土曜 晴 
今日は例の料理日なので、朝から大急ぎでもって、いった。丁度いゝところだった。今日は御ち走ばかり。 





 どれほどの意欲をもって教室へかよっていたのか。「ゆきたくてし様がない（10 月 22 日）」「い
そいそしてまいる。（11 月 5 日）」「［忙しい時なのに、私が外出するとは］すまなかったが、ゆ
く（11 月 5 日）」雨の日には「あすはお料理だのにあがればいゝのに（9 月 16 日）」との記述から
は参加することへの意欲がみえ、講習後には「ほっこりした（5 月 27 日）」と述べている一方、
気の進まない役割が回ってくると「いやいや手つだって（4 月 17 日）」「ボーイやくなので早く
早くかえるつもりだったのに（12 月 10 日）」と帰りたがったり、他にやりたい用事が重なった
り悪天候日には「［気が進まない。それよりも主人たちと一緒に南座の方へ行きたかった（7
月 27 日）］「［お礼者の来る朔日なので］どうしようかしらん（9 月 30 日）」「余り暑いので、ずる
をしました。（9 月 4 日）」「休んだ。私も［片山の能見物に］ゆくのだ。（11 月 12 日）」「肩掛けを
かひにゆく約束なので一寸失礼してお先にかへった（11 月 19 日）」などと欠席早退もしている。
料理は最優先に遣りたい事ではなかったようである。 
  









七月二十七日 水曜 雨 
今日は一寸お料理のおけいこで、おいしくもないシチウで［気が進まない。それよりも主人たちと一緒に南座の方へ
行きたかった］。 
九月四日 日曜 晴 
ほんに、今日は［松宮家での］お料理日で［あるけれど］、余り暑いので、ずるをしました。 
九月十六日 金曜 雨 
朝から鬱陶敷いとおもへば、また雨降り。ほんとにもういやだ。あすはお料理だのにあがればいゝのに。 
九月三十日 金曜 雨 
あすはお料理日である。［お礼者の来る朔日なので］どうしようかしらんとおもふ。 
十月二十二日 土曜 晴 
今日、料理日なので、［あつかましい］かとおもふたが、ゆきたくてし様がない故、松宮様へ出かけた。～御ち 
走持参にて三人で戴いた。皆まづまづおいしかった。 
十一月五日 土曜 晴 
今日、西洋料理の日。朝、したくもいそいそして参る。～母様一人だのに、ごてごてと［忙しい時なのに、私 
が外出するとは］すまなかったが、ゆく。 
十一月十二日 土曜 晴 
松井［国子］様と私は今日お料理のけいこだが、休んだ。そしてひるから私も［片山の能見物に］ゆくのだ。 
 十一月十九日 土曜 晴 
～今日は御ち走ばかり。午後からおくにさんと肩掛をかひにゆく約束なので一寸失礼して一足お先にかへった。  








族に供したり自身も相伴することもあったようである（4 月 10 日、10 月 12 日）。しかし、習った
料理を家庭内で再度作った様子は記載されていない。アイスクリームを実家でつくったこと
が唯一の記述である（7 月 9 日）。家族からの評価についても記録はないが、雇人から批判を受
けた事には大層立腹し長く不満の記述を残している（6 月 4 日）。 
 


















 七月九日 土曜 晴 
今日もまた昨日にまけないお暑さで、例に依りてお料理である。おくにさんと一しょにと、いった。～今日菓子、ア
イスクリームをならったので、早速二条でこしらへました。大変うまく出来ましたよ 












５件ですべて神戸での求人である（『又新日報』明治 43 年 1 月 23 日、明治 43 年 1 月 26 日、『神戸新聞』明





ることにも注目したい（『日出新聞』明治 43 年 3 月 5 日）。この点および料理能力が求められる事例
が神戸にはみられることについては別項で検討する。 
  
『日出新聞』明治 42 年 1 月 5 日 4 面 
求婚、雇入 朝二時間夕三時間家事手伝餘ハ自由食及金□シ親切且責任負担ス側ヲ学問裁縫等ノ稽古通勤希望ノ方等
申込アレ 姓名在社 
『日出新聞』明治 42 年 1 月 8 日 8 面 
求婚、雇入 寄宿舎内ニ住込ミ得ル高等女学校卒業生ニシテ舎母兼裁縫教師一名採用ス 京都市外田中村鐘紡 
京都支店 
『又新日報』明治 43（1910）年 1 月 6 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 裁縫の心得有獨身婦人留守居入用年齢不問市内に保証人有者手紙で申込め面談謝絶奥平野  
村字湯口二四三西村 
『又新日報』明治 43（1910）年 1 月 23 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 飯焚き下女雇入たし又は男にても不□望の方は至急来談あれ兵庫東出町一丁目二百四十 
五番邸友田迄 
『又新日報』明治 43（1910）年 1 月 26 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 多少料理の出来得る下女中壹名雇度し但し市内に確実なる身元保証人を要す穴門上る佐野  
病院宅 
『又新日報』明治 43（1910）年 2 月 1 日 6 面 
よろづ紹介 教授 貴婦人二三名に限り女教師を以てミシン裁縫を実地に付て研究致します希望者御来店元町 
六木村洋服店 
『日出新聞』明治 43 年 3 月 5 日 8 面 
（囲み広告）東京割烹講習会 先づお料理を稽古なさい 
『又新日報』明治 43（1910）年 3 月 6 日 6 面 
よろづ紹介 被雇 年三十五歳にして厳格なる家庭に裁縫兼上女中として被雇度但別荘向きを望む姓名在社 
『神戸新聞』明治 43（1910）年 6 月 14 日 6 面 
紹介 女中 年齢を不問飯焚女中を求む至極ひまなる家庭朝夕の炊事のみ晝間用事なき故通学の便を与ふ  
『又新日報』明治 43（1910）年 7 月 10 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 二十才より二十五歳迄にして裁縫の出来得る女中雇入る市内保証人要す給料面談兵庫川崎 
町新原 
 『又新日報』明治 43（1910）年 7 月 24 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 女料理人一名外国人の家庭に雇入たし照会左に生田前巴里会館内、タムボリーニ  
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『又新日報』明治 43（1910）年 7 月 27 日 6 面 
よろづ紹介 雇入 女料理人一名至急雇入たし希望の方は市内元居留地裏町四十番館寺田へ 
『日出新聞』明治 44 年 7 月 1 日 4 面 
職業を求む 求職身元確實相當教育有様裁縫茶菓の心得ある二四歳女行儀見習の爲市内宮奉公又 
ハ上流家庭に奉公したし姓名在社 









『日出新聞』明治 43 年 3 月 5 日 3 面 











『日出新聞』明治 43 年 3 月 20 日 9 面 


















『日出新聞』明治 43 年 9 月 17 日 3 面 
篤志看護婦人会例会 日本赤十字社篤志看護婦人会京都支會にては十七日午前九時より京都支部救護員養成所に於
て教員デントン嬢の教授に依り家庭料理科西洋料理の講習を為し～ 
『日出新聞』明治 43 年 9 月 18 日 1 面 








新聞』明治 43 年 7 月 12 日）である。料理に特化した講習会で大きく取り上げられているのは日本
女子大学校卒業同窓生の組織に係る櫻楓会のもので（『日出新聞』明治 43 年 9 月 5 日）内容は西洋
料理講習である。後日には別記事が掲載されている（『日出新聞』明治 43 年 9 月 9 日）。日本女子大
学が家政学教育に及ぼした影響（江原 1998,2001、今井 2012）と合せて別項（６）で検討す
る。また、料理講習が私塾にもみられること（『婦女新聞明治 44 年 8 月 4 日、『日出新聞』明治 45 年 1
月 27 日）も重ねて考察する。 
 
『日出新聞』明治 43 年 7 月 10 日 3 面 
夏期講習会 中立売西洞院なる高等手芸女学校にては来る八月一日より同廿一日までミシン裁縫、造花、刺繍 
等女子に適切なる技芸科の夏季講習を開設し且本年は特にミシン機械を以て行ふ刺繍を講習する由 
『日出新聞』明治 43 年 7 月 12 日 2 面 
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『婦女新聞』明治 44 年 8 月 4 日 2 面 
割烹講習會 市ヶ谷見附内女子商業學校内に開催中なる同會には後藤男安場男山縣伊三郎氏令嬢等の入會あり  
いづれも白前掛姿かひがひしく熱心にお料理の稽古につとめ居らるゝ由 
『日出新聞』明治 45 年 1 月 27 日 9 面（囲広告） 
和洋料理講習 講師京都府立第一高等女學校専攻科嘱託盛口先生谷川先生 河原町通二条上西側 半學私塾内 








「出教授（『婦女新聞』明治 43 年 2 月 18 日）」という形での教授方法は他のお稽古事（茶道等）と
同様であり先発のお稽古事の形式をまねたものと推測される。 
 
 『婦女新聞』明治 42 年 7 月 23 日 6 面 
質問相談 麹町でのお料理稽古（さち子） 私は目下西京に居ますが麹町元園町近邊で和洋料理を手軽く教へ 
て下さる處はありますまいか。（答）どうも無い様ですが～ 





『婦女新聞』明治 43 年 2 月 18 日 6 面 
 家庭和洋製菓教授 浅草區田島町八十七番地梅田矯菓氏主幹東京和洋菓子研究會にては家庭向菓子製造出教授を為
す由。 
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